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2010.1月　通算206号　地域配布版第25号(年4回発行)

前回99年・選挙期間中の高橋しんすけ
（くずは駅前にて）

●くずは駅前報告：97.7.29～03.3.*通算4**回　　●ホームページ：99.2.4開設、更新中

●駅前配付チラシ：97.7.29～03.3.*通算1**号　　●ニュース地域配布版：02.8～通算8号

↓これまでのご報告の記録です。情報公開は大前提！

駅前から肉声をライブ発信！ webから私の仕事の全てを発信！

気になる情報を駅前からお届け！ 議会の最新情報をポストにお届け！

人力移動式広報車２号機（シルバーカーにスピーカーとアンプを載せたもの

高橋しんすけ 議員報告
無所属　市民議員　高橋伸介：1953.4.25生れ、A型。佛教大学卒。京都信用金庫に10年勤務後、
染色補正技能士として京都の伝統産業に従事。市民オンブズマンを経て1999年より市議会議員。
後援会組織を持たず、一切合切を一人でこなす完全ひとり選挙の手法を貫き現在３期目。
行財政改革系・納税者系・オンブズマン系の市民派市議会議員。

完全ひとり選挙で議員２期目
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無所属 市民議員
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高橋しんすけ
枚方市役所議会事務局〒573-8666 枚方市大垣内町2-1-20　tel 072-841-1221自宅〒573-1106 枚方市町楠葉(まちくずは)2-27-6 

　
枚
方
市
は
ど
ん
な
市
な
の
か
、
枚
方
市

の
Ｈ
Ｐ
か
ら
１
９
年
度
の
「
財
政
比
較
分

析
表
」
を
拝
借
。
全
国
類
似
団
体
平
均
（

中
央
の
正
７
角
形
）
を
基
準
に
し
た
チ
ャ

ー
ト
で
す
。

　
こ
れ
を
見
る
限
り
、
１
９
年
度
の
枚
方

市
は
財
政
面
で
は
全
体
と
し
て
府
下
市
町

村
の
中
で
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ほ
ぼ
平
均
か

そ
れ
以
上
の
結
果
が
出
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
よ
う
で
す
。
因
み
に
平
成
１
６
年
度

の
数
字
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
財
政
力

指
数
０
・
８
４
↓
０
・
８
７
、
経
常
収
支

比
率
９
２
・
１
％
↓
９
３
・
２
％
、
地
方

債
現
在
高
２
４
８
、
５
４
３
円
↓
２
４
６
、

７
３
１
円
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
９
８
・

７
↓
９
８
・
３
、
職
員
数
６
・
０
２
人
↓

５
・
６
６
人
。
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
着
実
に
成

果
が
出
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
（
※
「

人
件
費
・
物
件
費
」
項
目
は
こ
の
年
度
掲

載
な
し
）
。
大
阪
府
の
Ｈ
Ｐ
に
は
府
下
市

町
村
全
て
の
チ
ャ
ー
ト
表
が
出
て
い
る
の

で
、
是
非
比
較
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
こ
の
よ
う
に
全
体
を
平
均
に
な
ら

し
て
し
ま
う
と
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う

個
別
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら

今
後
も
し
っ
か
り
と
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
の

目
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
後
の
世
界
的
不
況
で
２
０
年

度
、
２
１
年
度
、
２
２
年
度
（
見
込
み
）

の
３
年
間
で
市
の
税
収
は
何
と
４
２
億
円

以
上
の
減
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
私
は
こ
れ
を
非
常
事
態
と
認
識

し
、
議
会
で
し
っ
か
り
と
ウ
ォ
ッ
チ
し
て

い
き
ま
す
。
（
次
号
で
ご
報
告
し
ま
す
）

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
財
政
以
外
の
「
住
み

ご
こ
ち
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

R
R

R

議員
控室
から

Zk議員控

室か
ら発信

中
！
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"

検 索で

枚
方
市
を
見
る
！

平成19年度決算　財政比較分析表　枚方市
枚方市ＨＰより

公債費負担の健全度
実質公債費比率　3.3%

財政力

将来負担の健全度

定員管理の適性度給与水準の適性度（国との比較）

人件費・
物件費等の適性

財政構造の弾力
100

60

人口１人当たり人件費・
物件費　82,668円

ラスパイレス指数　98.3
人口千人当たり職員数　5.66人

経常収支比率　93.2％
人口１人当たり地方債
現在高　246,731円

財政力指数　0.87

+

　因みに平成１６年度の数字と比較して
みますと、財政力指数０・８４↓０・８
７、経常収支比率９２・１％↓９３・２
％、地方債現在高２４８、５４３円↓２
４６、７３１円、ラスパイレス指数９８
・７↓９８・３、職員数６・０２人↓５
・６６人。いずれもほぼ着実に成果が出
ているのがわかります（※「人件費・物
件費」項目はこの年度掲載なし）。
　
ただし繰り返し言わせて頂いていること
ですが、このように全体を平均にならし
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職員会館について
投票立会人の選出方法と報酬額について
人権政策室で所管している事業の内容と予算総
額について
「人権を考える市民の会」と人権政策室との関
係について

CE

T

BC

m

K
　
ま
ず
安
全
と
い
う
面
か
ら
、
刑
法
犯
認

知
件
数
を
見
て
み
る
と
全
国
７
８
８
市
区

中
７
３
０
位
（
件
数
が
多
い
程
ラ
ン
ク
は

下
が
る
）
、
人
口
千
人
当
た
り
１
５
・
３

５
件
で
５
８
０
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
。

　
件
数
で
見
れ
ば
近
く
に
ラ
ン
キ
ン
グ
し

て
い
る
の
は
東
京
都
台
東
区
、
鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
、
愛
知
県
豊
田
市
、
大
阪
府
豊

中
市
な
ど
。
人
口
当
た
り
数
の
近
い
と
こ

ろ
で
は
宮
城
県
仙
台
市
、
東
京
都
練
馬
区

な
ど
。

　
交
通
事
故
発
生
件
数
は
８
０
６
市
区
中

７
４
８
位
、
人
口
千
人
当
た
り
６
・
６
７

件
、
５
４
０
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
・
・
・
犯
罪
と
い
い
交
通
事
故
と
い
い
、

こ
れ
で
は
と
て
も
安
全
な
場
所
だ
と
は
胸

張
っ
て
言
え
ま
せ
ん
が
、
社
会
的
・
地
勢

的
な
要
因
も
考
え
ら
れ
る
以
上
、
市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
努
力
が
せ
め
て
可
能
な

の
か
、
こ
れ
か
ら
も
分
析
し
て
考
え
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
小
児
科
医
師
数
は
８
０
５
市
区
中
５
５

位
に
ラ
ン
ク
し
て
い
ま
す
が
、
人
口
千
人

当
た
り
で
は
１
７
・
３
７
人
で
３
５
９
位

な
の
で
、
実
際
に
小
さ
い
子
供
た
ち
と
生

活
し
て
い
る
人
の
実
感
と
し
て
十
二
分
に

満
足
な
数
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
保
育
所
入
所
待
機
児
童
数
は
１
９
年
度

は
ゼ
ロ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
２
１
年
度
は

４
０
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
８
０
６

市
区
中
５
１
１
市
区
は
待
機
児
童
数
ゼ
ロ
、

関
西
１
１
１
市
区
中
で
も
４
３
市
区
は
ゼ

ロ
な
の
で
ラ
ン
ク
は
か
な
り
下
で
す
。
因

み
に
保
育
所
の
内
訳
は
、
私
立
保
育
所
数

が
３
８
所
、
こ
れ
が
全
国
８
０
６
市
区
中

５
３
位
と
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
、
市
立
保

育
所
数
は
１
７
所
で
１
２
６
位
で
す
。　

　
枚
方
市
で
は
保
育
所
の
定
員
を
増
や
す

こ
と
で
対
処
し
て
い
ま
す
が
、
実
態
は
詰

め
込
み
で
あ
り
、
一
時
し
の
ぎ
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
待
機
児
童
を
根
本
的
に
解
決

す
る
に
は
幼
保
一
元
化
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
幼
稚
園
は
文
部
科
学
省
、
保
育
所

は
厚
生
労
働
省
の
管
轄
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
容
易
に
一
元
化
に
踏
み
出
せ
な
い

原
因
で
す
。
自
治
体
と
し
て
出
来
る
こ
と

は
、
比
較
的
定
員
に
余
裕
の
あ
る
幼
稚
園

を
活
用
す
る
こ
と
を
考
え
、
弾
力
運
用
で

対
処
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
農
業
産
出
額
は
９

０
千
万
円
で
、
７
８
１
市
区
中
６
８
２
位
。

案
外
下
位
な
の
か
意
外
に
上
位
な
の
か
評

価
が
別
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
く
に
ラ

ン
キ
ン
グ
し
て
い
る
市
と
し
て
は
静
岡
県

伊
東
市
、
岐
阜
県
美
濃
市
、
東
京
都
東
村

山
市
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
作
物
は
お
米
、

大
豆
、
甘
藷
、
み
か
ん
、
ぶ
ど
う
、
ほ
う

れ
ん
そ
う
、
ね
ぎ
、
た
ま
ね
ぎ
、
な
す
、

ト
マ
ト
。
乳
牛
肉
牛
も
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
し
た
か
。

　
問
題
は
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
で
、
毎

年
じ
り
じ
り
と
減
少
し
て
お
り
、
５
０
９

人
の
う
ち
６
５
才
未
満
が
１
３
２
人
し
か

い
な
い
と
い
う
心
細
い
状
態
で
す
。
た
だ

し
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
都
市
近
郊
農
家
と
地
方
の
農
家
と
は

分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
都
市
近
郊
農
家
は
基
本
的
に

裕
福
で
す
の
で
、
あ
ま
り
行
政
が
関
与
す

る
必
要
性
は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
枚
方
に
は
Ｊ
Ａ
北
河
内
（

北
河
内
農
業
協
同
組
合
）
の
本
店
が
あ
り

ま
す
。
Ｊ
Ａ
北
河
内
は
枚
方
か
ら
守
口
ま

で
約
３
０
の
店
舗
網
が
あ
り
ま
す
。
総
貯

金
額
は
４
３
２
４
億
円
、
組
合
員
数
は
２

２
３
７
１
人
で
す
。
単
純
に
組
合
員
数
で

割
る
と
１
人
１
９
３
０
万
円
と
な
り
、
５

人
家
族
で
約
１
億
円
の
貯
金
高
で
す
。
当

然
、
Ｊ
Ａ
以
外
に
郵
貯
や
地
方
銀
行
に
も

預
金
を
さ
れ
る
わ
け
で
、
都
市
近
郊
農
家

は
財
政
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
方
が
多
い

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
参
考
ま
で
に
、
枚
方
市
の
友
好
都
市
の

北
海
道
別
海
町
の
農
業
産
出
額
は
４
２
６

５
千
万
円
、
沖
縄
県
名
護
市
は
６
４
７
千

万
円
、
高
知
県
四
万
十
市
は
３
３
０
千
万

円
。

　

A
　枚方市は今どんな
市になっているのか、
大阪府のＨＰから「
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職員会館について
投票立会人の選出方法と報酬額について
人権政策室で所管している事業の内容と予算総
額について
「人権を考える市民の会」と人権政策室との関
係について

T
m

K
　
次
に
人
口
に
つ
い
て
。
年
少
人
口
率
（

１
５
才
未
満
）
を
見
て
み
る
と
１
４
・
６

％
で
、
全
国
８
０
６
市
区
中
１
５
９
位
で

す
。
関
西
エ
リ
ア
１
１
１
市
区
中
で
は
最

小
が
奈
良
県
宇
陀
市
の
１
０
・
３
％
、
最

大
が
滋
賀
県
栗
東
市
の
１
９
・
６
％
で
、

こ
の
中
で
枚
方
市
は
「
中
の
上
」
く
ら
い

の
ラ
ン
ク
で
す
。
近
年
は
外
で
子
供
た
ち

が
遊
ん
で
い
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
珍

し
い
の
で
、
も
っ
と
少
な
い
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
し
た
。

　
生
産
年
齢
人
口
率
（
１
５
才
〜
６
４
才

）
は
６
５
・
９
％
で
全
国
８
０
６
市
区
中

１
５
０
位
。
近
似
の
比
率
の
市
と
し
て
は
、

大
阪
府
箕
面
市
の
６
６
％
、
京
都
府
亀
岡

市
の
６
６
％
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
６
６
％
、

愛
知
県
名
古
屋
市
の
６
５
・
８
％
な
ど
。

関
西
エ
リ
ア
１
１
１
市
区
の
中
で
見
る
と

１
４
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
。
ト
ッ
プ
は
兵
庫

県
三
田
市
の
７
０
％
で
、
下
は
兵
庫
県
養

父
市
の
５
５
・
７
％
、
京
都
府
宮
津
市
の

５
５
％
で
す
。

　
こ
れ
ら
人
口
比
率
が
表
す
も
の
は
結
局

は
「
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
だ
な
」
と
い
う
こ
と

で
し
か
な
い
の
で
す
が
、
若
く
て
元
気
な

街
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
で
は
、
小
売
・
卸
売
業
商
品
販
売
額
は

ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
枚
方
市

は
４
７
、
１
０
３
千
万
円
で
全
国
で
は
１

４
３
位
。
関
西
エ
リ
ア
だ
け
で
は
１
７
位

と
か
な
り
上
位
に
に
ラ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
が
大
阪
市
で
桁
違
い
で
、
次
に
神

戸
市
と
京
都
市
が
二
番
手
、
少
し
ダ
ウ
ン

し
て
東
大
阪
市
、
吹
田
市
、
堺
市
、
姫
路

市
・
・
・
と
続
き
、
枚
方
市
は
八
尾
市
、

高
槻
市
、
滋
賀
県
大
津
市
、
兵
庫
県
加
古

川
市
、
明
石
市
な
ど
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　
雰
囲
気
を
変
え
て
公
立
図
書
館
の
蔵
書

数
。
１
、
２
１
０
、
２
９
８
冊
で
、
こ
れ

は
全
国
８
０
６
市
区
中
３
５
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
関
西
エ
リ
ア
の
み
で
は
ト
ッ
プ

の
大
阪
市
、
堺
市
、
神
戸
市
、
京
都
市
、

高
槻
市
、
茨
木
市
に
続
き
何
と
７
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
。
１
人
当
た
り
冊
数
で
は
３
・

０
９
冊
で
、
全
国
ラ
ン
ク
で
は
３
８
８
位

と
な
り
ま
す
。
蔵
書
数
の
全
国
ト
ッ
プ
は

神
奈
川
県
横
浜
市
と
大
阪
市
で
す
が
、
ど

ち
ら
も
人
口
１
人
当
た
り
計
算
で
は
２
冊

に
満
た
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
考
え
れ
ば
枚
方
市
は
か
な
り

い
い
数
字
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
十
月
か
ら
枚
方
市
立
図
書
館
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
市
内

全
て
の
図
書
館
の
蔵
書
を
縦
横
無
尽
に
検

索
し
、
選
ん
だ
本
を
最
寄
り
の
図
書
館
で

ま
と
め
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
近

い
蔵
書
を
実
に
手
軽
に
無
料
で
楽
し
め
ま

す
。
要
は
読
み
た
い
人
だ
け
が
読
め
れ
ば

い
い
訳
で
、
蔵
書
１
人
当
た
り
計
算
は
さ

ほ
ど
意
味
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
最
後
に
議
会
で
す
。
枚
方
市
の
現
在
の

議
員
数
は
３
３
名
（
条
例
定
数
３
４
）
。

会
派
構
成
は
、
公
明
８
、
民
主
連
合
７
、

共
産
６
、
自
民
清
和
会
３
、
自
民
３
、
民

主
市
民
３
、
改
革
市
民
会
議
３
（
↑
高
橋

し
ん
す
け
が
所
属
）
。

　
も
う
７
年
前
に
な
り
ま
す
が
地
域
配
布

版
９
号
で
詳
細
を
ご
報
告
し
ま
し
た
通
り
、

２
０
０
３
年
の
６
月
議
会
に
お
い
て
、
議

員
報
酬
の
２
割
カ
ッ
ト
は
否
決
（
高
橋
し

ん
す
け
は
賛
成
）
、
議
員
数
３
６
か
ら
３

４
へ
と
２
人
減
が
可
決
（
高
橋
し
ん
す
け

は
反
対
）
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま

し
た
。

　
人
口
が
近
い
豊
中
市
を
一
例
と
し
て
あ

げ
ま
す
と
、
議
員
数
は
３
６
（
条
例
３
６

）
。
会
派
構
成
は
公
明
１
０
、
共
産
７
、

議
会
新
政
と
よ
な
か
５
、
市
民
ク
ラ
ブ
４
、

自
民
４
、
ネ
ク
ス
ト
豊
中
３
、
無
所
属
３
。

※
デ
ー
タ
や
数
字
の
引
用
元

枚
方
市
Ｈ
Ｐ

大
阪
府
Ｈ
Ｐ

生
活
ガ
イ
ド
・com

農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ

枚
方
市
立
図
書
館
Ｈ
Ｐ

A

P

BCEIJ
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ぜ～んぶホームページで公開。　　

駅前配布版（週刊）を随時配付中！

abcdefghi
jklmnopqre
stuhiljklm
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IL+LQ}*+L
ASDFGK{`P
OQWERT!"#$
%|~=0)('%
?><MNZXCVB
ASDFGHJKL
+*}qrst12
3654789/=
-
098765432
1/.,;'][a
szxZXCVBNM
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'

普段は、駅前報告終了後スピーカ等
一式をかたづけて市役所へ電車出勤。
４月20～26日は表紙ページの子連
れ狼スタイルでガンバリマス。

本会議・委員会での私の仕事です！

見かけたら声かけてね♪
モチロン槍が降っても決行♪

公開

ご報告

1週間全てを選挙ウォーカ
と過ごす、これが
私の選挙です。

チラシを片づ
けて～、スピ
ーカを片づけ
て～。
さみしくなん
かないモン！

7

　　　　毎月第３木曜（議会開催月は除く）は「改革市民会議」の市政報告会です。場所などの変更は
随時ありますので、毎回ホームページ「お知らせコーナー」をご覧ください。

高橋しんすけは議員になってから年間10日前後休むの

みで「政策」実現に向け活動しております。その為、現

在のところ「市民相談」の余裕なくお受けしておりませ

ん。不足の分、多々あろうかと思いますが、何卒、

ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。

くずは駅前報告～ライブ通信
（2009.12現在 609回目のご報告）
くずは駅周辺４ヶ所で朝6:30～8:30

（土日祝雨天そして用事のある日は休みです）

いっぷく
　煙草の話２　

【 ↑QRコードの使い方 】
QRコード対応の携帯で画像を読み取るとURLが表示。
クリックで一発アクセス。
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p12"LU"-
^^\@[]:;l_/.,<M_}*
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WERTY}qrsP

　　　　議員のホームページや議員報告（ペーパー版）は政務調査の目的により運用しております。市政に関する　　
　　　　ご意見、ご提言、ご感想をお寄せ下さい。尚お名前やご住所は他の目的を持って使用することはありません。

'

術後、なかなか
体調が回復しま
せんが、
ガンバリマス！
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あ
と
が
き

　
２
０
１
０
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
」
と
い
う
映
画
が
１

９
６
８
年
に
公
開
さ
れ
、
私
が
中
学
生
の
頃
、
梅

田
の
Ｏ
Ｓ
劇
場
へ
見
に
行
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

当
時
は
シ
ネ
ラ
マ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
映
像
の

緻
密
さ
と
迫
力
あ
る
音
楽
に
甚
く
感
動
し
ま
し
た
。

翌
年
、
京
都
の
パ
レ
ス
劇
場
で
の
上
映
で
は
何
度

も
見
に
行
き
ま
し
た
。
３
０
数
年
後
の
２
０
０
１

年
に
は
、
本
当
に
映
画
の
よ
う
な
時
代
と
な
っ
て

い
る
の
か
な
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
１
９
８
５

年
に
は
「
２
０
１
０
」
と
い
う
続
編
の
映
画
が
、

日
本
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ

が
前
作
よ
り
格
段
に
落
ち
て
い
て
が
っ
か
り
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
８
５
年
は
プ
ラ
ザ
合
意

が
な
さ
れ
円
高
に
傾
い
て
い
っ
た
年
と
な
り
ま
す
。

円
高
に
よ
る
景
気
悪
化
を
恐
れ
た
大
蔵
・
日
銀
は

低
金
利
・
金
融
緩
和
を
加
速
し
、
そ
し
て
バ
ブ
ル

経
済
に
一
挙
に
突
入
し
た
あ
と
、
８
９
年
に
冷
戦

が
終
結
し
、
世
界
的
に
政
治
経
済
の
仕
組
み
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

　
日
本
は
１
９
５
５
年
か
ら
７
３
年
ま
で
の
１
８

年
間
、
高
度
成
長
を
続
け
、
７
３
年
か
ら
９
１
年

ま
で
安
定
的
な
成
長
を
遂
げ
た
日
本
経
済
は
、
そ

の
後
、
企
業
が
抱
え
た
雇
用
の
過
剰
、
設
備
の
過

剰
、
負
債
の
過
剰
問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
三
つ

の
過
剰
対
策
」
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
失
わ
れ
た
十
年
」
と
表
現
さ
れ
た
時

代
が
続
き
ま
す
が
、
２
０
０
１
年
に
痛
み
が
伴
う

構
造
改
革
を
唱
え
た
小
泉
・
竹
中
政
権
が
誕
生
し

ま
す
。

　
こ
の
時
に
緊
急
外
科
手
術
的
対
応
に
終
わ
り
、

シ
ニ
ア
と
し
て
の
大
人
型
経
済
に
転
換
し
て
行
け

な
か
っ
た
こ
と
が
今
日
の
閉
塞
状
況
に
つ
な
が
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
小
泉
政
権
の
元

で
経
済
は
一
時
的
に
回
復
し
ま
す
が
、
２
０
０
６

年
９
月
に
小
泉
内
閣
が
終
わ
る
や
い
な
や
痛
み
の

伴
う
構
造
改
革
が
見
捨
て
ら
れ
、
旧
来
の
派
閥
政

治
に
戻
っ
た
自
民
党
は
政
権
能
力
を
失
い
自
壊
の

道
を
歩
み
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
、
２
０
０
９
年

８
月
に
国
民
選
挙
に
よ
り
政
権
が
交
代
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
は
、
映
画
「
２
０
１
０
」
の
年
で

す
。
政
治
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
映
画
の
よ
う
に
、
よ

り
一
層
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
新
政

権
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
暮
れ
、
国
の
２
２
年
度
予
算
案
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
税
収
３
７
兆
３
９
６
０
億
円
を
上

回
る
４
４
兆
３
０
３
０
億
円
も
の
新
規
国
債
を
発

行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
私
は
前
政
権

で
は
抜
本
的
な
行
革
が
実
行
さ
れ
ず
、
タ
レ
流
し

的
な
政
治
を
変
え
る
た
め
、
現
政
権
に
期
待
す
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
外
交
や
予
算
案
を
見
て

い
る
と
絶
望
で
す
。
あ
の
事
業
仕
分
け
は
単
な
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
枚
方
市
は
前
市
長
の
下
で
人
件
費
や
職
員
数
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
人
の
嫌
が
る
こ

と
を
し
て
こ
そ
改
革
は
進
み
ま
す
。
民
主
党
政
権

も
国
家
公
務
員
給
与
や
国
家
公
務
員
数
の
削
減
、

省
庁
再
編
な
ど
を
加
速
し
て
こ
そ
財
政
再
建
の
道

筋
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
予
算
案

を
見
る
限
り
亡
国
予
算
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
部
の
企
業
を
除
き
民
間
企
業
の
体
力
は
消
耗
し

て
き
て
い
ま
す
。
も
は
や
雇
用
も
経
済
成
長
も
カ

バ
ー
仕
切
れ
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
や
、
「
命
を
守
る
」
と
叫
ん

で
も
、
経
済
の
基
礎
基
本
は
民
間
企
業
で
す
。
大
、

中
、
小
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
個
人
事
業
主
な
ど

の
所
に
元
気
が
な
け
れ
ば
雇
用
も
給
与
も
守
れ
ま

せ
ん
。
国
の
借
金
も
返
せ
ま
せ
ん
。
国
を
守
る
こ

と
も
出
来
ま
せ
ん
。
結
局
、
仕
事
が
無
け
れ
ば
何

も
な
し
得
ま
せ
ん
。

　
子
供
手
当
を
出
し
な
が
ら
子
や
孫
に
莫
大
な
借

金
返
済
を
回
す
。
矛
盾
が
見
え
て
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
　
心
配
の
種
は
尽
き
ま
せ
ん
が
国
に
比
べ
る
と
枚

方
市
政
は
ま
だ
遙
か
に
マ
シ
で
す
。
し
か
し
、
枚

方
市
政
が
借
金
地
獄
に
陥
っ
た
国
政
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
市
会
議
員
と

し
て
の
任
務
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
十
月
に
発
行
予
定
が
様
々
な
事
情

で
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
昨
年
十
二
月
議
会
で
の
私
の
一
般
質
問
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
中
に
配
布
い
た
し

ま
す
。

　
今
号
の
自
治
体
比
較
は
い
か
が
で
し
た
か
。
最

近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
治
体
比
較
が
容
易
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
各
種
ネ
ッ
ト
を
参

考
に
さ
れ
て
、
枚
方
市
を
ど
ん
な
市
に
し
た
い
の

か
お
考
え
下
さ
い
。
市
民
に
よ
る
地
方
分
権
、
地

方
自
治
に
結
び
つ
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
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